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わが
を
語
る

市
豊
か
な
自
然
と
多
彩
な 

伝
統
文
化
が
息
づ
く
ま
ち

　

五
所
川
原
市
は
、
青
森
県
津
軽
平
野

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
古
く
か
ら
津

軽
西
北
地
域
の
経
済
・
医
療
・
教
育
な
ど

の
多
方
面
に

わ
た
っ
て
重

要
な
役
割

を
担
い
、
交

通
の
要
衝
と

し
て
多
く
の
交
流
人
口
を
抱
え
る
、
当

圏
域
の
中
心
的
都
市
で
す
。

　

ま
た
、豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、

悠
久
の
歴
史
の
中
で
育
ま
れ
た
多
彩
な

伝
統
文
化
や
芸
能
、
地
域
に
根
ざ
し
た

数
々
の
個
性
豊
か
な
祭
り
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
青
森
三
大
ね
ぶ
た
の
一
つ

で
、
高
さ
約
23
ｍ
、
重
さ
約
19
ｔ
に
及

ぶ
巨
大
な「
五
所
川
原
立た
ち
ね
ぷ
た

佞
武
多
」
を

通
年
展
示
し
て
い
る「
立
佞
武
多
の
館
」

を
は
じ
め
、
文
豪
・
太
宰
治
の
生
家
と

し
て
有
名
な「
斜

陽
館
」や
中
世
北

日
本
の
重
要
港

湾
と
し
て
栄
え

た「
十と
さ
み
な
と

三
湊
遺

跡
」
な
ど
、
全
国

に
誇
る
魅
力
的

な
文
化
・
観
光
資

源
を
有
し
て
い

ま
す
。

３
地
域
の
特
色
が
織
り
な
す

市
の
魅
力
の
発
信

　

本
市
は
、
平
成
17
年
に
１
市
１
町
１

村（
五
所
川
原
市
、
金
木
町
、
市
浦
村
）

の
市
町
村
合
併
に
よ
り
誕
生
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
人
々
が
古
く
か
ら
守
っ

て
き
た
文
化
・
魅
力
を
大
切
に
し
継
承

し
て
い
く
と
と
も
に
、
３
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
そ
れ
ら
が
織
り
な
す
彩
り
豊
か
な

魅
力
を
市
内
外
へ
発
信
す
る
た
め
の
施

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
本

市
の
さ
ま
ざ
ま
な
特
産
物
を
全
国
の
方

に
お
届
け
し
、
魅
力
を
直
接
伝
え
る

ツ
ー
ル
と
し
て「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に

注
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

返
礼
品
と
し
て
、
青
森
県
の
名
産
で

あ
る
り
ん
ご
や
米
に
始
ま
り
、「
金
木
の

馬
肉
」、「
十じ
ゅ
う
さ
ん
こ

三
湖
産
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
」、

「
市
浦
牛
」な
ど
、
市
の
魅
力
あ
ふ
れ
る

特
産
品
を
直
接
県
外
の
方
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

市
の
特
産
品
で
あ
る
果
肉
ま
で
赤
い

「
赤
〜
い
り
ん
ご
」の
ジ
ュ
ー
ス
、
り
ん

ご
を
原
料
と
し
た
シ
ー
ド
ル
と
い
っ
た

生
産
者
の
創
意
工
夫
に
よ
る
商
品
開
発

な
ど
、そ
の
取
り
組
み
が
実
を
結
び
、県

内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
寄
付
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
、地

域
産
業
を
支
え
る
生
産
者
の
方
々
と
、

市
を
応
援
し
て
く
れ
る
多
く
の
皆
さ
ま

の
お
か
げ
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
発
祥
の
り
ん
ご「
ト
キ
」

を
糖
度
15
度
以
上
の
り
ん
ご
の
み
を
厳

心
の
通
っ
た
思
い
や
り
の
あ
る

市
政
推
進
を
目
指
し
て

五ご

し

ょ

が

わ

ら

所
川
原
市（
青
森
県
）�

 

五
所
川
原
市
長
　
佐さ

さ

き

々
木
孝た

か
ま
さ昌

1
夏祭りに「立佞武多の館」から出陣し市街地を運行する大型立佞武多「暫（しばらく）」

十三湖産ヤマトシジミをぜいたくに使った「しじみラーメン」

太宰治著書「津軽」に登場する「りんご酒」を再現
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選
し「
プ
レ
ミ
ア
ム
ト

キ
」と
し
て
、一
昨
年
、

昨
年
と
台
湾
で
販
売

し
た
と
こ
ろ
大
変
好

評
を
博
し
ま
し
た
。

今
後
、「
プ
レ
ミ
ア
ム

ト
キ
」を
本
市
の
ブ
ラ

ン
ド
商
品
と
し
て
海

外
で
の
さ
ら
な
る
販

路
拡
大
に
つ
な
げ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
本
市

金
木
地
域
に
、
太
宰
の
名
作「
走
れ
メ

ロ
ス
」
に
ち
な
ん
だ
観
光
物
産
館「
産

直
メ
ロ
ス
」が
本
年
４
月
29
日
に
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
、
地
元
食
材
や
加
工

品
の
産
地
直
売
、
地
元
の
方
々
に
よ
る

手
作
り
の
惣
菜
や
手
芸
品
な
ど
、「
金

木
」で
し
か
味
わ
え
な
い
魅
力
満
載
の

物
産
の
展
示
即
売
施
設
と
な
っ
て
お

り
、
隣
接
す
る「
斜
陽
館
」や「
津
軽
三

味
線
会
館
」と
共
に
観
光
エ
リ
ア
を
形

成
し
、
観
光
に
訪
れ
る
方
々
に
大
変
ご

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
だ
れ
一
人
取
り
残
さ
な
い 

持
続
可
能
な
地
域
共
生
社
会
」

の
構
築

　

急
激
に
進
む
人
口
減
少
や
超
高
齢
化

に
伴
い
、
人
口
定
住
対
策
、
高
齢
者
世

帯
の
増
加
や
老
老
介
護
な
ど
高
齢
者
を

取
り
巻
く
課
題
、
ま
た
、
子
ど
も
の
い

じ
め
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
な

ど
、
行
政
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
山

積
し
て
い
る
中
、
私
は「
行
政
の
根
底

に
あ
る
べ
き
こ
と
は
、
心
の
通
っ
た
思

い
や
り
の
あ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
」と
考
え
、「
だ
れ
一
人
取
り
残
さ
な

い
」を
根
本
姿
勢
と
し
て
、
市
民
に
寄

り
添
っ
た
き
め
細
か
な
市
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実

現
の
た
め
に
は
、
子
育
て
世
代
や
地
域

の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
本
市

で
暮
ら
す
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
、
住
み

続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
は
未
来
へ
の
重
要
な
投

資
で
あ
り
、
か
つ
健
全
な
地
域
社
会
を

構
築
す
る
基
礎
で
あ
る
と
考
え
、
学
校

給
食
費
や
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
の
医

療
費
の
完
全
無
償
化
を
実
現
す
る
な

ど
、
子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的
支
援
を

積
極
的
に
展
開
し
、「
子
育
て
す
る
な

ら
五
所
川
原
市
で
」と
思
え
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ

る
さ
と
を
愛
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
い

つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
施
策
の
柱
と
し

て
、
急
速
に
進
む
超
高
齢
化
社
会
を
見

据
え
た
医
療
介
護
連
携
や
元
気
な
高
齢

者
の
活
動
・
活
躍
の
場
づ
く
り
を
進
め

る
な
ど
、
高
齢
者
が
生
ま
れ
育
っ
た
地

域
で
健
康
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
よ
う「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

を
構
築
し
、「
健
康
長
寿
社
会
」の
実
現

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
そ
し
て
障
害

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
市
民
が

生
活
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う

「
だ
れ
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能

な
地
域
共
生
社
会
」の
構
築
に
努
め
る

と
と
も
に
、
市
民
が「
良
く
な
っ
た
」

と
実
感
で
き
る
よ
う
な
市
政
を
推
進

し
、
市
民
一
人
一
人
が
笑
顔
と
誇
り
に

満
ち
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
づ
く
り
の

た
め
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

台湾の市街地を走る「立佞武多」と「プレミアムトキ」のラッピングバス

五所川原市長
佐々木孝昌

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

青森市
五所川原市

◆ 

面
積　
　

４
０
４
・
18
㎢

◆ 

人
口　
　

５
万
１
９
３
１
人

◆ 

世
帯
数　
２
万
５
６
４
０
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
笑
顔
と
誇
り
に
満
ち
あ
ふ

れ
る
ま
ち
・
五
所
川
原

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
た
、
歴
史
や
文
化
が
息
づ
く
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
３
月
28
日
、
五

所
川
原
市
、
金
木
町
、
市
浦
村
（
飛
び
地
）

の
新
設
合
併

〔
特
産
品
〕
赤
〜
い
り
ん
ご
、
金
木
の
馬
肉
、

十
三
湖
産
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
、
市
浦
牛
、
桃
太

郎
ト
マ
ト

〔
観
光
〕
立
佞
武
多
の
館
、
太
宰
治
記
念
館

「
斜
陽
館
」、
津
軽
三
味
線
会
館
、
金
木
観
光

物
産
館
「
産
直
メ
ロ
ス
」

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
金
木
桜
ま
つ
り
、
十
三
湖
高

原
ま
つ
り
、
五
所
川
原
立
佞
武
多
、
ス
ト
ー

ブ
列
車
運
行
、
雪
国
地
吹
雪
体
験
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わが
を
語
る

市
あ
ら
ゆ
る
個
性
を 

受
け
入
れ
る
ま
ち

　

東
京
23
区
の
西
部
、
武
蔵
野
大
地
の

東
端
に
位
置
す
る
中
野
区
。
昭
和
７
年

に
中
野
・
野
方
町
が
合
併
し
て
中
野
区

が
創
設
さ
れ
、
令
和
４
年
に
区
政
90
周

年
、
憲
法
擁
護
・
非
核
都
市
の
宣
言
40

周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
都

心
か
ら
の
距
離
が
近
く
、
交
通
の
便
と

買
い
物
の
便
が
良
い
ま

ち
で
す
。

　

区
の
面
積
は
15
・
59
㎢

で
、
23
区
中
14
番
目
の

広
さ
。
高
度
経
済
成
長

に
伴
い
、
人
口
の
急
増

と
宅
地
化
が
進
み
、
住

宅
地
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
。

　

若
い
世
代
の
転
入
者

が
多
く
、
近
年
で
は
外

国
の
方
も
急
増
し
て
お
り
、
約
１
２
０

の
国
と
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
人
た
ち

が
、
多
世
代
に
わ
た
り
暮
ら
し
、
訪
れ
、

活
躍
す
る
、
多
様
性
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち

で
す
。
ま
た
、
伝
統
的
な
文
化
・
芸
術
活

動
が
根
付
い
て
い
る
一
方
、
お
笑
い
、

演
劇
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
が
活
発
で
あ
り
、
さ
ら

に
漫
画
や
ア
ニ
メ
な
ど
の
サ
ブ
カ
ル

チ
ャ
ー
の
宝
庫
と
し
て
、
そ
の
魅
力
を

国
内
外
に
発
信
し
続
け
て
い
る
ま
ち
で

も
あ
り
ま
す
。
特
に
中
野
駅
周
辺
は
、

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
や
ア
イ
ド
ル
の
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
と
し
て
有
名
な「
中
野

サ
ン
プ
ラ
ザ
」を
は
じ
め
、
サ
ブ
カ
ル

チ
ャ
ー
の
店
舗
が
集
積
す
る「
中
野
ブ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
」、
そ
し
て
、
多
彩
な
飲

食
店
街
が
あ
る
、
に
ぎ
わ
い
の
絶
え
な

い
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
野
通
り
や
哲
学
堂
公
園
が

桜
の
名
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
ほ

か
、
中
野
駅
北
西
の「
中
野
四
季
の
都

市
」に「
中
野
四
季
の
森
公
園
」や
業
務
・

商
業
ビ
ル
、
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど

が
誕
生
し
て
お
り
、
変
わ
ら
ぬ
良
さ
と

変
わ
り
続
け
る
ま
ち
の
両
面
が
中
野
の

魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
つ
な
が
る 

は
じ
ま
る 

な
か
の
」

三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行

　

令
和
３
年
３
月
に
は
、
区
民
の
皆
さ

ん
と
の
協
働
で「
中
野
区
基
本
構
想
」

を
改
定
。「
つ
な
が
る 

は
じ
ま
る 

な
か

の
」を
掲
げ
、
10
年
後
に
目
指
す
四
つ

の
ま
ち
の
姿
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
年
９
月
に
は
、
基
本
構
想
を

実
現
す
る
た
め
の
５
年
間
の
総
合
計
画

と
な
る「
中
野
区
基
本
計
画
」
を
策
定

し
、
三
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
定

め
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
は
、「
子
育
て
先
進
区
の

実
現
」で
す
。
令
和
３
年
11
月
に
開
設

し
た
複
合
施
設
「
み
ら
い
ス
テ
ッ
プ

な
か
の
」の
中
に
、
本
年
４
月
に
児
童

人
の
つ
な
が
り
と
多
様
性
の
ま
ち
で
、

自
分
ら
し
く
暮
ら
す
　
中
野

中な

か

の野
区（
東
京
都
）�

 

中
野
区
長
　
酒さ

か

い井
直な

お

と人

2

中野ブロードウェイ

沼袋氷川神社

哲学堂と桜
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相
談
所
を
開
設
し
、
子
ど
も
や
子
育
て

家
庭
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を

強
化
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
魅
力
あ
る
公
園
や
屋
内
施

設
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
・

地
域
・
事
業
者
が
連
携
し
て
、
子
ど
も

の
学
び
を
地
域
全
体
で
支
え
る
環
境
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
児
童
館
機
能
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
子
育
て
関
連
団
体
や
若

者
の
活
動
へ
の
支
援
な
ど
、
地
域
全
体

で
子
育
て
を
応
援
す
る
た
め
の
体
制
を

整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

二
つ
目
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
体
制
の
実
現
で
す
。
支
援
を

必
要
と
す
る
人
へ
の
相
談
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
体
制
を
充
実
し
、
多
様
な
主
体

と
連
携
し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
を
進

め
る
と
と
も
に
、引

き
こ
も
り
や
精
神

保
健
相
談
な
ど
、複

合
的
か
つ
専
門
性

の
高
い
課
題
へ
対

応
し
、解
決
に
つ
な

げ
る
体
制
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
、

子
ど
も
、障
害
の
あ

る
方
、認
知
症
の
方

な
ど
本
人
の
意
思

や
権
利
な
ど
が
守
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
支
援
が
必
要

に
な
っ
て
も
孤
立
せ
ず
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

環
境
の
整
備
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
全
て
の
人
に
居

場
所
が
あ
り
、
無
理
な
く
見
守
り
、
支

え
あ
う
地
域
づ
く
り
を
実
現
し
ま
す
。

　

三
つ
目
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
活
力

あ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
の
実
現
で
す
。

そ
の
核
と
な
る
の
は
、
中
野
駅
周
辺
の

再
整
備
。
現
在
、
11
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
が
進
行
し
て
お
り
、
令
和
８
年
に
は

新
し
い
中
野
駅
が
誕
生
し
、
ま
ち
の
内

外
を
つ
な
ぐ
橋
上
駅
舎
と
南
北
を
つ
な

ぐ
歩
行
者
専
用
道
路
が
完
成
し
ま
す
。

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
中

野
駅
新
北
口
駅
前
エ
リ
ア
の
再
整
備

は
、
令
和
11
年
の
竣し
ゅ
ん
こ
う工を
目
指
し
て
進

め
て
い
ま
す
。
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
は
令

和
５
年
７
月
に
閉
館
し
ま
す
が
、
そ
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
継
承
し
た
、
５
０
０
０
人
規

模
の
新
た
な
魅
力
あ
る
ホ
ー
ル
を
整
備

し
ま
す
。
ま
た
、
令
和
６
年
５
月
に
中

野
区
役
所
は
新
庁
舎
へ
移
転
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
有
施
設
運
営
に
お
け
る
脱

炭
素
化
の
推
進
や
環
境
配
慮
型
公
共
施

設
の
建
設
・
整
備
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
の
導
入
支
援
な
ど
に
取
り
組

み
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

財
産
は「
人
」。 

協
働
・
協
創
の
ま
ち
づ
く
り

　

私
は
、
中
野
の
最
大
の
財
産
は「
人
」

で
あ
り
、
そ
れ
が
強
み
で
あ
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
以
上
の
三
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
区
民
の
方
や
事
業
者
の

皆
さ
ん
と
中
野
区
が
協
働
・
協
創
す
る

こ
と
で
初
め
て
実
現
で
き
る
も
の
で

す
。
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長

し
、
区
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
活
躍
す
る

こ
と
が
で
き
る
中
野
を
目
指
し
、
対
話

に
一
層
努
め
、
区
政
運
営
に
全
力
を
尽

く
し
て
い
き
ま
す
。

東北復興大祭典

中野区長
酒井直人

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

新宿区中野区

◆ 

面
積　
　

15
・
59
㎢

◆ 

人
口　
　

33
万
４
２
７
３
人

◆ 

世
帯
数　
20
万
９
３
６
４
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
①
人
と
人
が
つ
な
が
り
、

新
た
な
活
力
が
生
み
出
さ
れ
る
ま
ち

②
未
来
あ
る
子
ど
も
の
育
ち
を
地
域
全
体
で

支
え
る
ま
ち

③
誰
も
が
生
涯
を
通
じ
て
安
心
し
て
自
分
ら

し
く
生
き
ら
れ
る
ま
ち

④
安
全
・
安
心
で
住
み
続
け
た
く
な
る
持
続

可
能
な
ま
ち

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
約
１
２
０
の
国
と
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
の
人
た
ち
が
、
多
世
代
に
わ
た
り

暮
ら
し
、
訪
れ
、
活
躍
す
る
、
多
様
性
に
あ

ふ
れ
た
ま
ち

〔
特
産
品
〕
つ
け
め
ん
発
祥
の
ま
ち

〔
観
光
〕
中
野
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
、
中
野
サ

ン
モ
ー
ル
商
店
街
、
中
野
レ
ン
ガ
坂
、
中
野

サ
ン
プ
ラ
ザ
、
哲
学
堂
公
園
（
国
の
名
勝
）、

中
野
四
季
の
森
公
園
、
新
井
薬
師
梅ば

い
し
ょ
う
い
ん

照
院
、

中
野
沼
袋
氷
川
神
社
、
童
謡
「
た
き
び
」
と

垣
根
の
発
祥
の
地
、
徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
が

「
生
類
憐
み
の
令
」
を
出
し
、
江
戸
の
野
犬

を
収
容
す
る
た
め
の
「
お
囲
い
」
を
今
の
中

野
駅
周
辺
に
作
っ
た

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
中
野
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
フ
ェ
ス

タ
、
中
野
駅
前
大
盆
踊
り
大
会
、
中
野
に
ぎ

わ
い
フ
ェ
ス
タ
、
東
北
復
興
大
祭
典
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わが
を
語
る

市
　

宮
津
市
は
、
京
都
府
の
北
西
部
に
位

置
し
、
南
部
と
北
部
が
特
別
名
勝「
天

橋
立
」の
砂さ

す州
に
よ
っ
て
連
な
る
特
異

な
地
形
を
有
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
海
岸
線
や
大
江
山
、
世
屋

高
原
な
ど
貴
重
な
自
然
資
源
が

「
丹
後
天
橋
立
大
江
山
国
定
公

園
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
海

と
山
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
宝
あ

ふ
れ
る
ま
ち
で
す
。

日
本
三
景 

天
橋
立

　

幅
約
20
〜
１
７
０
ｍ
、
全
長

約
３
・
６
㎞
の
砂
州
に
大
小
約

６
７
０
０
本
の
松
が
茂
っ
て
お

り
、
そ
の
形
が
天
に
架
か
る
橋

の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら

「
天
橋
立
」
の
名
が
付
い
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
に
は
、
平
安
京
の

貴
族
の
邸
宅
に
天
橋
立
を
モ
デ

ル
と
し
た
庭
園
や
び
ょ
う
ぶ
な
ど
が
仕

立
て
ら
れ
、
和
歌
の
歌
枕
と
な
る
な

ど
、
都
人
の
憧
れ
で
し
た
。

　

中
世
に
描
か
れ
た
雪
舟「
天
橋
立
図
」

（
国
宝
）に
は
、
天
橋
立
と
周
辺
の
社
寺

が
一
体
と
な
っ
た
霊
場
の
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
江
戸
時
代
に
庶
民
の

旅
が
盛
ん
に
な
る
と
多
く
の
人
々
が
訪

れ
、
松
島（
宮
城
県
）、
厳
島（
広
島
県
）

と
と
も
に
日
本
三
景
の
一
つ
と
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
も
日
本
を
代
表
す
る
観
光
地
と

し
て
本
市
の
経
済
を
支
え
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
前
は
、
年
間
観

光
客
が
約
３
０
０
万
人
を
数
え
ま
し
た
。

　

展
望
所
で
あ
る
傘
松
公
園
や
天
橋
立

ビ
ュ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
眺
め
は
、
天
橋

立
観
光
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
近
年
は
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
で

天
橋
立
を
走
り
抜
け
る
観
光
客
も
増

え
、
両
側
を
海
に
囲
ま
れ
た「
白
砂
青

松
」の
景
観
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
周
辺
の
籠こ
の

神
社
、
成な

り
あ
い相

寺
、
智ち
お
ん恩

寺
の
参
詣
や
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
、
夏
場
は
海
水
浴
客
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。

名
勝
１
０
０
年
、
特
別
名
勝
70
年

　

美
し
い
天
橋
立
の
景
観
は
、
こ
れ
ま

で
何
度
も
危
機
に
直
面
し
て
き
ま
し

た
。
特
に
、
昭
和
30
年
代
に
は
、
河
川

の
護
岸
工
事
に
よ
り
天
橋
立
に
供
給
さ

れ
る
砂さ
れ
き礫
が
減
少
し
、
砂
浜
の
浸
食
が

進
み
ま
し
た
。
現
在
、
京
都
府
に
よ
っ

て
サ
ン
ド
バ
イ
パ
ス
工
法
が
実
施
さ
れ

砂
州
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近

年
は
土
壌
の
富
栄
養
化
に
よ
り
広
葉
樹

が
進
出
し
、
松
林
の
生
育
に
影
響
が
出

て
お
り
、
広
葉
樹
や
松
の
計
画
的
な
伐

採
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
日
本
三
景 

天
橋
立
」と
青
い
海
、

緑
の
山
に
抱
か
れ
た
宝
あ
ふ
れ
る
ま
ち

宮み

や

づ津
市（
京
都
府
）�

 

宮
津
市
長
　
城き

ざ

き﨑
雅ま

さ
ふ
み文

3

天橋立を北側から見た眺め

名勝100年・特別名勝70年記念ロゴマーク
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こ
う
し
た
中
、
昭
和
40
年
に
は
民
間

団
体
と
し
て
天
橋
立
を
守
る
会
が
設
立

さ
れ
、「
ク
リ
ー
ン
は
し
だ
て
１
人
１

坪
大
作
戦
」な
ど
の
清
掃
活
動
が
、
多

く
の
市
民
の
参
加
に
支
え
ら
れ
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
21
年
２
月
に
は
天
橋

立
を
世
界
遺
産
に
す
る
会
が
設
立
さ

れ
、
美
し
い
天
橋
立
を
次
の
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
、
天
橋
立
の
新
し
い
魅
力

の
発
掘
や
普
及
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
宮
津
市
お
よ
び
与
謝
野
町

で
は
、
平
成
28
年
３
月
に「
美
し
く
豊

か
な
阿
蘇
海
を
つ
く
り
未
来
に
つ
な
ぐ

条
例
」を
制
定
し
、
天
橋
立
に
囲
ま
れ

た
阿
蘇
海
の
環
境
保
全
に
努
め
て
お

り
、
同
年
10
月
に
は
宮
津
湾
、
伊
根
湾

が「
世
界
で
最
も
美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
」

に
加
盟
し
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
、
天
橋
立
の
魅
力
は
、
官
民

協
働
で
の
保
全
の
努
力
に
よ
り
高
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
天
橋
立
の
保
全
の

原
点
を
考
え
る
際
、
大
正
11
年
の
名
勝

指
定
は
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
し
た
。

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
に
基
づ

く
も
の
で
、
三
保
松
原（
静
岡
市
）
な

ど
と
と
も
に
第
１
号
の
指
定
で
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
27
年
に
は
文
化
財
保
護

法
に
基
づ
い
て
特
別
名
勝
に
指
定
さ

れ
、
日
本
を
代
表
す
る
景
勝
地
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
名
勝
指
定
か
ら
１
０
０

年
、
特
別
名
勝
指
定
か
ら
70
年
の
節
目

の
記
念
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
先

人
た
ち
の
努
力
の
歩
み
を
振
り
返
り
、

将
来
の
天
橋
立
を
考
え
る
機
会
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
を 

〜「
橋
を
つ
な
ご
う
」〜

　

10
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る「
第
７

次
宮
津
市
総
合
計
画
」を
昨
年
度
策
定

し
ま
し
た
。
市
民
に
も
親
し
み
を
も
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う「
橋
を
つ
な
ご
う
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
い
ま
す
。
宮
津

か
ら
外
へ
、
ま
ち
の
魅
力
が
広
が
り
、

外
か
ら
宮
津
へ
新
し
い
人
が
渡
っ
て
く

る
。
お
金
だ
け
で
な
く
、
文
化
、
知
識
、

経
験
も
行
き
交
う
こ
と
で
豊
か
に
な
っ

て
い
く
。
そ
ん
な
橋
の
よ
う
な
ま
ち

を
、
市
民
と
一
緒
に
な
っ
て
共
に
創
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い

ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
行
す
る
中
、
レ
ン
タ

ル
オ
フ
ィ
ス
な
ど
を
有
す
る「
前
尾
記
念

ク
ロ
ス
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ーM

IYA
ZU

」

を
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
中
核
拠
点

と
し
て
、
都
市
部
人
材
と
地
域
住
民
と

の
交
流
の
場
の
創
出
や
副
業
プ
ロ
人
材

の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
関
係
人
口
の
創

出
・
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
天
橋
立
名
勝
１
０
０
年
、
特
別
名

勝
70
年
を
契
機
に
、
改
め
て
私
た
ち
の

宝
で
あ
る
天
橋
立
が
持
つ
そ
の
魅
力
や

素
晴
ら
し
さ
を
、
市
民
の
誇
り
と
し
て

共
有
す
る
と
と
も
に
国
内
外
へ
と
発
信

し
、
人
口
減
少
時
代
に
も
選
ば
れ
る
ま

ち
づ
く
り
、
市
民
み
ん
な
が
活
躍
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
と
共
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

前尾記念クロスワークセンターMIYAZU内観

宮津市長
城﨑雅文

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

京都市

宮津市

◆ 

面
積　
　

１
７
２
・
74
㎢

◆ 

人
口　
　

１
万
６
８
７
５
人

◆ 

世
帯
数　
８
３
８
０
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
共
に
創
る　

み
ん
な
が
活

躍
す
る　

豊
か
な
ま
ち　
“
み
や
づ
”

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
特
別
名
勝
「
天
橋
立
」
を

は
じ
め
、
海
や
山
な
ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
ま
ち

〔
特
産
品
〕
丹
後
と
り
貝
、オ
イ
ル
サ
ー
デ
ィ

ン
、
オ
リ
ー
ブ
、
安
寿
み
か
ん
、
ア
カ
モ
ク
、

ち
く
わ
、
知
恵
の
餅
な
ど

〔
観
光
〕
北
前
船
寄
港
地
（
日
本
遺
産
）、
金

引
の
滝
、
天
橋
立
ビ
ュ
ー
ラ
ン
ド
、
知
恩
寺
、

籠
神
社
、
成
相
寺
、
笠
松
公
園

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
宮
津
燈
籠
流
し
花
火
大
会
、

市
民
総
踊
り
大
会
、赤
ち
ゃ
ん
初
土
俵
入
り
、

宮
津
祭
、
天
橋
立
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク
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わが
を
語
る

市
　

沖
縄
県
本
島
北
部
に
位
置
す
る
名
護

市
は
、
１
９
７
０
年
に
５
町
村（
名な

ご護

町
、
羽は
ね
じ地

村
、
久く

し志
村
、
屋や

ぶ部
村
、
屋や

我が

地じ

村
）が
合
併
し
誕
生
し
ま
し
た
。山
々

と
三
方
に
広
が
る
海
に
囲
ま
れ
た
本
市

は
、
北
部
地
域
の
中
核
都
市
の
役
割
を

担
い
、
豊
か
な
自
然
と
人
々
の
暮
ら
し

が
調
和
し
た「
あ
け
み
お
の
ま
ち
」
と

し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

子
育
て
し
や
す
く
、

働
く
女
性
を
支
え
る

ま
ち
づ
く
り

　

本
市
で
は
、
子
育
て
環

境
日
本
一
を
目
指
し
、
保

育
料
、
子
ど
も
医
療
費

（
18
歳
ま
で
）お
よ
び
学
校

給
食
費
の
三
つ
の
無
償
化

を
実
現
し
ま
し
た
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

く
遊
べ
る
場
と
し
て
、
大

型
遊
具
の
整
備
を
計
画
す
る
と
と
も

に
、
食
べ
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
た

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

働
く
女
性
を
支
え
る
施
策
と
し
て

は
、
多
世
代
交
流
施
設
と
い
う
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
や
、
児
童
セ
ン

タ
ー
の
役
割
を
併
せ
持
つ
複
合
施
設
の

中
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
し
な
が

ら
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
な
ど
の
相
談
が

で
き
る
場
所
を
設
け
、
女
性
に
寄
り
添

う
支
援
を
行
う
こ
と
に
加
え
、
女
性
経

営
者
の
育
成
支
援
な
ど
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
支
援
も
進
め
て
い
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

　

現
在
本
市
で
は
、
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
の
老
朽
化
の
た
め
、
ゴ
ミ
の
16
種

類
分
別
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
市
民
か

ら
は
も
う
少
し
簡
易
的
な
分
別
に
し
て

ほ
し
い
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
解
決
す
る
た
め
に
は
、
新
た
な
ゴ

ミ
処
理
施
設
の
整
備
が
必
要
で
す
が
、

莫ば
く
だ
い大

な
整
備
費
が
難
点
と
な
り
長
年
の

懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

度
、
国
と
の
調
整
に
よ
り
整
備
費
の
め

ど
が
立
ち
、
令
和
６
年
４
月
の
稼
働
に

向
け
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
完
成
し

た
暁
に
は
、
ゴ
ミ
分
別
が
大
幅
に
簡
素

化
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
主
要
な
公
共
交
通
で

あ
る
バ
ス
の
交
通
網
を
よ
り
充
実
さ
せ

る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
本
格

運
行
に
向
け
た
実
証
実
験
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
で
は
、
学
生
、

未
就
学
児
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対

し
、
運
賃
の
割
引
や
無
償
化
を
検
討
し

て
お
り
、
よ
り
市
民
が
使
い
や
す
い
公

共
交
通
網
と
な
る
よ
う
検
証
し
て
い
き

ま
す
。

市
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展

　

５
町
村
が
合
併
し
た
本
市
で
は
、
中

心
市
街
地
の
あ
る
旧
名
護
町
地
域
を
除

き
、
市
全
域
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展
さ

未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

〜
つ
な
ぎ
、創
る・し
な
や
か
な
未
来
へ
〜

名な

ご護
市（
沖
縄
県
）�

 

名
護
市
長
　
渡と

ぐ

ち

具
知
武た

け
と
よ豊

4

名護湾（漁港）と中心市街地

コミュニティバス　東西線バス車両

ゴミ処理場パース図
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せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

羽
地
地
域
と
久
志
地
域
の

交
流
拠
点
と
な
る「
羽
地

の
駅
」や「
わ
ん
さ
か
大
浦

パ
ー
ク
」
で
は
、
施
設
の

拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
羽
地
の
駅
で
は
、
人

気
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と

な
っ
て
い
る
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、
施
設
に
隣
接
し
て
い

る
河
川
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
改
修
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
わ
ん
さ
か
大

浦
パ
ー
ク
で
は
、
利
便
性
を
高
め
る
た

め
、
物
産
販
売
コ
ー
ナ
ー
の
配
置
変
更

と
休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
す
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

屋
部
地
域
で
は
、
地
域
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
、
子
ど
も
の
居
場
所
や
地
域

住
民
の
憩
い
の
場
と
な
り
、
防
災
拠
点

と
し
て
の
機
能
も
併
せ
持
つ
地
区
セ
ン

タ
ー
（
支
所
を
併
設
）を
整
備
し
て
い

ま
す
。

　

屋
我
地
地
域
で
は
、
国
立
療
養
所

「
愛
楽
園
」の
未
利
用
部
分
の
有
効
活
用

と
し
て
、
学
校
な
ど
の
誘
致
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
誘
致
し
た
学

校
な
ど
を
介
し
て
地
域
と
愛
楽
園
と
の

結
び
付
き
を
強
め
、
地
域
全
体
の
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す 

ま
ち
づ
く
り

　

本
市
は
、
燦さ

ん
さ
ん々

と
降
り
注
ぐ
太
陽
や

き
れ
い
な
夕
日
が
映
え
る
名
護
湾
を
有

し
て
い
ま
す
。
そ
の
沿
岸
部
は
約
20
㎞

に
わ
た
っ
て
国
道
が
走
り
、漁
港
や
ビ
ー

チ
、
公
園
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、中
心
市
街
地
も
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
本
市
で
は
、
か
つ
て
多
く
の

人
々
で
に
ぎ
わ
っ
た
名
護
市
を
取
り
戻

す
た
め
、
名
護
湾
沿
岸
の
一
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
名
護
漁
港
に
隣
接
し
た
中
心
市

街
地
エ
リ
ア
で
は
、
北
部
地
域
の
玄
関

口
の
役
割
を
担
う
た
め
、
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
、
レ
ン
タ
カ
ー
、
高
速
船
、
自
転

車
な
ど
、
多
様
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
集
結

さ
せ
た
公
共
交
通
結
節
機
能
を
有
し
、

飲
食
、
物
産
、
情
報
発
信
、
防
災
、
広
場

な
ど
の
機
能
を
複
合
さ
せ
た
総
合
交
通

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
に
よ
り
、
に
ぎ
わ

い
を
創
出
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
日
本
唯
一
の
経
済
金
融
活
性
化
特

別
地
区
で
あ
る
本
市
の
利
点
を
生
か

し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た「
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
名
護
モ
デ
ル
」の
実
現

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
隣
接
す
る
21
世
紀
の
森
公

園
で
は
、
公
民
連
携
に
よ
る
魅
力
向
上

の
た
め
、
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

プ
ロ
チ
ー
ム
の
合
宿
が
可
能
な
野
球
場

（
令
和
２
年
１
月
完
成
）と
サ
ッ
カ
ー
・

ラ
グ
ビ
ー
場（
令
和
６
年
４
月
全
面
供

用
予
定
）に
よ
り
、
北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
春
季
キ
ャ
ン
プ
に
加

え
、
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
の
プ
ロ

チ
ー
ム
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
活
性
化
さ
せ
る

こ
と
で
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
名
護
市

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
先
人
た
ち
が
積
み
重
ね
て

こ
ら
れ
た
歴
史
・
文
化
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会

情
勢
に
適
切
に
対
応
し
、
引
き
続
き
、

沖
縄
本
島
北
部
地
域
の
中
核
都
市
と
し

て
の
責
任
を
担
う
所
存
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
名
護
市
民
の
た
め
に
、
真
に
住
み

よ
い
名
護
市
を
目
指
し
ま
い
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

サッカー・ラグビー場鳥瞰図

名護市長
渡具知武豊

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

那覇市

名護市

◆ 

面
積　
　

２
１
０
・
94
㎢

◆ 

人
口　
　

６
万
４
１
９
３
人

◆ 

世
帯
数　
３
万
１
６
４
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
つ
な
ぎ
、
創
る
・
し
な
や

か
な
未
来
へ

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
緑
深
い
山
々
と
三
つ
の
海

に
囲
ま
れ
た
山
紫
水
明
の
地
に
あ
り
、
先
人

た
ち
が
築
い
て
き
た
歴
史
・
文
化
が
息
づ
く

ま
ち

〔
特
産
品
〕
ア
グ
ー
豚
、
小
菊
、
ゴ
ー
ヤ
ー
、

シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
、
ウ
コ
ン
、
タ
ン
カ
ン
、

か
ぼ
ち
ゃ
、
ソ
ー
キ
そ
ば
、
オ
リ
オ
ン
ビ
ー

ル〔
観
光
〕
津
嘉
山
酒
造
所
、ひ
ん
ぷ
ん
ガ
ジ
ュ

マ
ル
、
轟

と
ど
ろ
きの
滝
、
ネ
オ
パ
ー
ク
オ
キ
ナ
ワ
、

オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
工
場
、
嵐
山
展
望
台

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
名
護
さ
く
ら
祭
り
、
Ｎ
Ａ
Ｇ

Ｏ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
名
護
夏
ま
つ
り
、
名

護
市
長
杯
争
奪
全
島
ハ
ー
リ
ー
大
会
、
ツ
ー

ル
・
ド
・
お
き
な
わ


